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【２日目／５月２３日（つづき）】

下船が近づくと、船長さんが面白いものを見せてく

れました。

何とこれ「シジミ」なんだそうです。味噌汁椀に入

らないどころか、シジミそのものがお椀に使えそうな

大きさです。お味はどうなんでしょうね？

仲間川にはカヌーを楽しむ人も多いです。とても楽

しそうでした。仲間川には浅瀬や支流も多く、そうい

う場所には観光船は入れないので、次回はカヌーに乗

ってみたいなぁと思いました。

およそ１時間の「ジャングル・クルーズ」を終えて、

待っていてくれた観光バスに乗り込みました。至れり

尽くせりで、何も心配のない西表島観光です。

バスは自由席なのですが、不思議なことに最初に座

った席にみんな行儀良く座っています。私は最後に乗

り込んだのですが、私の座った最前列はちゃんと空い

ていました。有難いことです。

石垣島よりも南や西の八重山列島の島々には、スー

パーもコンビニもありません。もちろん、大学生協も

ビー玉（喫茶店）もバンビ（レストラン）もないです。

そのかわり、集落ごとに「共同売店」というお店があ

って、生活用品や食料品を購入できるのです。

次に向かうのは「由布島（ゆぶじま）」です。仲間

川の船着き場からバスで１０分ほどです。島には路線

バスもありますが、やっぱりヤマネコラッピングでし

た。今回「イリオモテヤマネコ」には出会えませんで



した。夜行性で山の中に住んでいるので、地元の人で

も７～８年に１回、見るか見ないか・・・という頻度

の超レアな動物なのだそうです。自動車道で目撃があ

ると、役場の人が「ヤマネコ注意」という看板を設置

するのだそうです。

「由布島」は、離島である西表島の更に離島です。

離島といっても目と鼻の先で、しかも浅瀬の海で隔て

られているので、船ではなく「名物水牛車」に乗って

渡るのです。日本唯一の「水牛車時刻表」ってのがあ

りました。路線バスよりもずっと本数が多いのがすご

いです。水牛車の時刻表は、個人旅行者のためのもの

で、実際は観光バスで着いた団体の場合、随時発車（正

確には「発牛」）してくれます。

車を牽く水牛はたくさんいて、年齢や性別、性格、

それに車の牽き方の癖までがちがうそうです。

海の上に電柱がたくさん立っているのが面白いと

思いました。現在由布島には定住者はいませんが、よ

く見ると「光ケーブル」まで通っているのが現代的だ

なぁと思いました。

これが「噂の水牛車」です。お客さんは 1台で 20
人ぐらいまで乗れます。どんなに乗っても牽くのは水

牛１頭です。

水牛車は浅瀬の海の上を、非常にゆったりと歩きま

す。実は由布島側には、水牛がゆったりと休めるプー

ル（池）があるので、「往路」はその水牛も張り切っ

ていて、頑張って歩いています。帰りはとても遅かっ

たです。時々立ち止まるのは「トイレ」の時です。

個人旅行者の場合、水牛車は往復で千何百円かしま

す。中には海を徒歩で渡る「ツワモノ」の旅行者もい

ました。私も次回は試してみたいと思いました。


